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東
国
おける領主制
i i
l
下総千葉氏
、まめ
こ
二
、下総千
葉氏の系譜
一一一、香取神官領と千葉氏問、むすびに
じ
一、
め
｛ま
じ
最近「富豪層」とか「力回の鉱」とかいう文字を、古代史およ
び中世史の
論文によく見かける。戸田芳実氏の「平安初期の国制
（1
）
（2
） 
と富蒙層」、「中此成立期の所有と経常について」、河行能平氏
（4
） 
「農奴制についてのおぼえがき」、、坂口勉氏
「詰豪層について」さ
らには一昨年の歴研大会中世史部会では、これが中心的テ
I
マ に
なっていた。
類家三代格巻十九、弘仁十年六片二日の官符、および延喜三年
八月一日の官符には「域内富豪輩」とか、一一一代実録元慶八年八月凶日の条には「富豪浪人
」、さらには日本霊呉記にも寝袋宝
多く
の
形
成
の
段
木
行
胤牛奴舛稲銭山畠等を有していたと見えている
c
方山の輩についても、続日本後紀、天長十年十月九日の条には「力回伊福部五百足」とか
、類来
二 一
代格巻八、仁寿一一年
一 一． 凡 十 三
日の官符、同巻十七、弘仁十．一年花月二十七日の官符にも、・刀川の輩という文字を見かけるのである。
これら「寓豪層」または「力田の輩」が最近付に抗日されはじ
めたのは
、戦後史学が時代一悦分上の問題を取りししげてきたことが
原閃になっている。これは寓豪鼎および
M
一間の輩が、ト山代律令体
制を在地において、積極的に崩壊せしめる新しい階級として注円せられてきたからにほかならない。
坂口勉氏は、富豪層の一例として、九世紀中葉に活躍した豊
介中井王を取り上げておられ 続日本後紀、承和九年八月二十五日の条、豊後国司の言によれば、前介中井王なる者は私営団を諸々知的に置き、百姓をおびやかし農を妨げ業を奪い 私物を徴発し、調腐未進農民に私財を貸し付け、的
にしてその利宅取る主い
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った具合であっ
た
。中井
王
は律令官僚でありながら、その行動ば
反律令的であった主理解できる。
東国にこの
事
例を見い出すのはさして困難なことではなく、さ
らにこの系譜をたどることも不可能ではない。下総悶の千葉氏をあっかいたいと思う動機も、在地において律令体制と対崎し、中世社会創出に積概的に働きかけた千葉氏に、それらの投影を感ずるからにほ ならない。
平忠常が結果においてその反乱にあえない失敗を喫したとはい
え、行政区劃を打破して律令体制に戦をいどんだ事実は、石母問正氏の研究に
多くを負っているが
、さ
らに積械的な取り組み方が
要望されるのである。忠常が正しく反律令の意識を っていたかどうかは議論の次元を異 して るが、少なくともこの反乱が古代の諸反乱の中で、わずかに東国武士の成長の片鱗をうかがうことのできることは石定できないのである。さらに十二世紀末の全
国的内乱と系譜を別に考えるわけにはゆかないであろう。千葉常胤は下総権介であると同時に相馬郡司であり、相馬御厨
の下司であり、さらに地
主
職をも有していた。常胤の所領を義朝
が押領する動機を作り上げたのは二族の前上総権介常澄
であり
、
常澄もまた広大な印東庄の地主職を有し、村司、郷司に対する沙汰権をもってい
事
実は観過できないのである。
ここに律令体制と別個な組織が存在している事実に気づくし、
またこの別個な
組織が律令体制と相入れないも
のか、たんに非
律
令体制、すなわち、律令体制と同一 カテゴリーで論ぜられ ものかどうかは興味ある課題ではないかと
思 う 。
京国における領主制の形成（段木〉
主
（1
） 
（2
） 
（3
） 
（4
） 
史林四三の二日本史研究四七
号
日本史研究 七・四九号歴史学研究二七六号二、下総千葉氏の系譜
日本後紀、延暦
一 一
十四年（八
0
．K）十月八日の条に「千葉国造
大私部直苔人援一一外従五位下こと見える。すでに国造制はこれより一 八
O
有
余年も以前に消滅しており、正式の称号ではないが、
石母田氏は「辺境においては古代よりの国造的富豪の経済的実力
（5
） 
を無視し得なかったことの証拠であろう」と推測しておられる。これは東国ばかりではなく、肥後国造中篠忌寸豊次や、出雲国造
（7
） 
川
雲臣門起のように
、広い意味の辺境地帯に根強く遺制せられて
いたのである。
私部が千葉国造を名乗っていたことは 翌年の大同元年（八
C
六）正月二十八日条
の叙日で明
らかであり
、大和国をはじめ
一 一 一
十
二ヶ悶及び太宰府を含めて、この叙日 ほぼ全国的にわたっていた。これはすべて守及び介クラス 目ではあったが、
二
ヶ国だ
けは例外であり、上総国はその一つであった。すなわち、
宮内大輔従五位上藤原朝臣道雄為－桑上総守一。従五位下石川朝臣道成為レ介。右衛土佐従五位下回中朝臣八月麻呂 一兼権介一。外従
ι
伎下千葉国造大和郎両
寄
人 物 －
一大 像 一 コ
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とある。このほか橡の任命されたのは、美作国で「中内記外従
五位下出雲連広貞為－一兼美作権按こが見える。このことは地方豪族の権威との妥協とその利用とによって、中央権力の地方行政が行なわれていたことを明らかにしている。
しかるに、九位紀頃は辺境地帯に武士層の発生が広く見られ、
律令制社会はその岐綻をさらに大きく 女徳実録斉衡一一年（八五五）一
一 一
月
二
十六日条には、はじめて検非違使が設置され
寛平六年（八九問）九月十八日の太政官符は、諸国検非違使の再
（8
） 
編成を行なうよう命じている。これは検非違使自体の無秩序性を実証するばかりでなく、さらには辺境 位相が中央政権の排除を積磁的に行なっていることを誕処だてていると考えてさしっかえhh
、 。
中 ’
hTTUV下総同でも延暦二十四年（八
O
五）には「廃－一下総国印幡郡鳥
（9
） 
取駅、埴生郡山方駅、香取
真
敷、荒海
等
駅一、以不レ要也」とあ
る。ここでは駅の廃止がどのような理由で行なわれたかは明らかではないが、
一
国でこれだけの駅の廃止はそれ相応の理由が
なければならない。
一 一 一
代実録巻王、ぃ只観
コ一年（八六一）十一月十
六日条に「武蔵国毎レ郡置－検非違使一人二以一一凶猪成レ党、群盗満一レ山也」とあり さらに昌
一本
二
年（八九九）九月十九日の太政
官符「応下相模国足柄坂
K
野国碓氷坂置レ関勘過上事」の中に、
上野国に強盗が鋒起している 、こ 由緒を考えると「皆出ご倣馬之党こずとしており、これは「坂東諸国富豪之輩」であると述べている。これらを考慮 、前述の下総 諸駅廃止 件を思うと、その理由は
富豪
の
輩
の拾頭だあることは明らかになる。この
九 、 日
J
－ノ
HV
ト
ような武士の発展が当時にあって中央政界に対する東国の’無気味な存在となり得る。古代における諸反乱にはかならず国関使が任命されている。事実において固関使が対東国三関に派遣されたと断言する根拠は いが、それが形式的なものであれ、畿内政権にとって東国はおだやかならぬ地域であり、畿内政権に対抗する素地はあったと考えられる。なぜならば壬申の乱をはじめ、薬子の乱ならびに天平諸乱にお て、かならず
一
方は東国に走ろうと試み
るし、他方はこれを阻止する方策を速やかに打ってい のである。石井良助博士は「大化の改新と鎌倉幕府の成立」において東国の系
請
における
異
質性を解明しておられるが、武士の発生に
つれて畿内との異質性は、別の意味で鮮かに 証できる。
将門の乱から約
一
世紀のち、
一房総地方を中心に問年聞にわたり
平忠常の乱が起った。忠常の乱が将門の乱と同様、比較的簡単鎮圧された理由として、石母田氏 「古代国家 優越した組織性」と、「同族あるいは同じ階級の土豪 ちが敵側に動員され
（ 刊 ）
る情勢にあった」ことを指摘される。忠常 村岡五郎良文の孫で、上総介、下総権介 なり律令体制の組織の中にあった。忠常は叛乱によって諒せられたが、かれの嫡子 将 相変わらず下総権介の職にあった。そして下総国相馬郡は千葉氏相伝所領 一つであり、所領の変更は見られない。大森金五郎氏 千葉氏の所領相馬郡
H
相馬御厨は、現在の北相馬郡
A上域と南相馬郡の一部に
（ 日 ）
わたる広大な地域 あったとされる。相馬郡は平良文 開発になるもの 、今背物語、源宛と平良文と合戦の語第一一一 、今昔、東国に源宛、平良文と
言
う
二
人の兵有けりとして、良文が字をば
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村岡の五郎とぞ言けると見えている。彼等が動員した郎党は各五六百人であったともあり、その勢力圏の大きさが想像できよう。この村岡五郎良文が平良文であり、平忠常の祖父にあたる。
万寿五年（一
O
二八）応徳一克年皇代記に「安房守惟忠為こ下総
権介平忠常一被
こ焼死一了」と見える。安一房国術を襲
撃するまえに
少なくとも上総、下総両国を掌握していたと考えられるから、忠常の乱の開始は、これよりも以前からはじまっていたことは明らかである。長元元年（
一O
二八）六月
一
日、忠常を追討するため
検非違使右衛門少尉平直方と、少志中原成道を向けた。しかし、等は忠常を鎮圧することができず召還され、 わりに長元三年九月二日甲斐守源頼信及び坂東諸国司に対し、忠常追討 命令して（ロ）いる。翌年忠常は頼信に捕えられ 京に送られる途中六月六日美
（臼〉（
M
）
濃国野上という所で死亡した。原因 病気のためであった。このことで明らかなように、すで 中央政権の派遣する検非違使などではとうて 平定できるものではなく、源頼信などの武士をしてはじめて解決されたのである。陸奥話記によると、こ 時から源氏の東国経営がはじまったとしているが、いまだ新しい階級とての武士の意識は弱く、敵側に動員されている である。 ら土豪的武士 私営団開発領主であり
、前述したように忠常
等の場
合も、地方にくだった系譜にあって、なんらかの形で古代より豪族私部との関係を持ち、地方的権威 しての「千葉氏」を名乗るようになった であろう。
忠常の乱をくだること約一世紀、忠常から間代の常重は、大治
五年ハ一二二
O
）相伝所領相馬郡を伊勢神宮
に寄
進している。
東国における領主制の形成（段木）
庁宣相馬郡司
可下早任一権介平経重寄文一四至、以－地利上分一、為中伊勢太神宮供祭料上事
右、得－一経重寄文一称、相馬郡経重相伝之口地也、是為レ募ご神威
一 、 任 － h 閃 例 二 、 氷
奉 レ 寄
－伊勢太神宮一、以－
h
利上
分井土産鮭
（ 上 脱 カ
U
等 一 、 可 レ 奉 レ 備 －
h h
祭物一、至レ子ご司職一者、以『経重子孫二無－一
相違一可弘主砲伝一者、任－寄文理二奉レ免如レ件、以宜、
大治五年十
二
月日
守
領
使
権
守
藤
原
朝
臣
在千三
判C
これは下総国司庁宣案であって 下総国相馬郡司であり、かっ
同国権介である平経重が開発領主良文以来の相伝所領相馬郡を伊勢神宮に寄進した。この際下司職を経重が留保し、これを子孫相伝となしていることは
一般であり、不輸不入権の確
立を通して閑
街権力よりの独立性を獲保し、他よりの侵略を防止しようとしているのである。すなわち、この時点において、最も重要な土地有権の変革をなし、これま の私営団領主より、中佐的な領主権成立への移行がなしとげられつつあったと言えるのである。
先進畿内の庄園が階級分化を行なったのちに、中世的領主制へ
の移行をなしたため、所領はいたって小規模であり、かつ錯雑しているのに対し、下総国のような辺境地帯においては、階級分化が不充分であり、千葉氏においても 千葉国造大 部 系譜を継承している である。良文、忠常、常重らは相馬郡司と て郡全
六五
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体にわたって所領を有していた。そして、そのままの形で中世的領主への移行をなしたため、規模も大き
く
、一円知行の可能性を
多く含んでい と
言
えるのである。
東寺領伊予国弓削嶋は耕地の性格ヒ二つ
に
分類できる。一つは
「公田方」で系譜的には公地公民制に属しているものとみて差しっかえない。公団方は二十二の百姓名で構成され おり、最大の名は一町九反一二
O
歩の有
重
名、最も小規模な名は
二
反八
O
歩の
真
（ お ）
定名である。渡辺澄夫氏 これら百姓名に比較的一丁前後の名が多いのに注目して、中間地帯における均等名を実証的に明らかに
（ げ ）
しようとされた。これら百姓名である「公団方」に対して、「名田方」、と呼ばれる末久名は土豪による開発田であり、規模は百姓名とは比較にならない程大き が、それ も 三町四反であった。
（ お ）
文治五年ハ一
一
八九）の作
畠
検注取帳によると、はやくも末久名
は
三
十五人の農民により分割耕作され、鎌
倉
初期において、すで
に開発名田の分解が顕著に現われているのである。
東寺
領安芸国後三条院新勅旨田は、開発領主の系
譜
を持つ藤原
（佐伯）氏によって下司職が相伝されており、十九町余の小さな
（ 臼 ）
庄園であるのにかかわらず、四つの郡 散在 いた。
これら二つの例は中間地帯の庄園ではあるが、下総国ではこれ
らと非常に性格を
異
にしている。香取神宮大禰宜職の
一
部を形成
（ 却 ）
している金丸、犬丸両名は「自－
往
古一依レ為二大禰宜口分田こ
って相伝されていた。こ 耕作地だけでも九十三町余を数 、さらに「山」「牧野」「林」「在家」などをも加えている。このような形は「大禰宜口分田」であると称していること自体信用できかね
六六
るが、口分田を母体とした名であったとは考えられる。そして鎌倉初期においても一伺の名であり、鎌
倉
末期には多くの下級神官
らを中小名
主
としてとらえるにいたっている。
このように規模において辺境地域は非常に大きく、かっ「山」
「牧野」「林」「在家」をも含む一円知行形態であったのに対して、先進地域においては
規
模も小さく、
一応耕地のみを所領の対象と
しているのである。
大治
五
年（
一二ニ
O
）経重が相馬郡を寄進してより十六年後の
久安
二
年（一一四六）八月十日、経
重
の嫡子常胤は改めて相馬郡
に関して、伊勢神宮に寄進状 提出している。
永附一一属進先祖相伝領地壱処一事
在下総国管相馬郡者
U J E
東 限 －
E
川 口 惜 品 質
江
一南
限
二小野上大路一
v z
二西限こ下川辺境弁木崎廻谷一北限二衣川常陸国堺一
右当郡者、是元平良文朝臣所領、其男経明、其男忠経、其男経政、其男経長、其男経兼、其男常
重
、而経兼
五
良弟常晴相
承之
当初、為二国役不輸之地一 令一進退領掌一之時、立三常重於ご養
‘
（郡脱カ〕
子一、大治元年六月所レ譲一手彼郡一也、随即可レ令レ知－一行務一之由、
（五
脱カ）
同年十月賜－一国判一之後、常
重
依－一内心之祈念一、大治年之比貢こ進
太神
宮
御領一之日、相こ副調度文
書等一、永令レ附一属仮名荒木田正
富一先畢、於コ地主職一者、常重男常胤、保延元年二月伝領、其後国司藤原朝臣親通在任之時、号レ有 示品田官物未進一、同二年七月十五日召－一常
重
身一、経ニ旬月一之後、勘負こ准白布柴侶
弐
拾陸段
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弐文伍尺伍寸一、以一一庁目代散位紀朝臣季経同年十一月十三日押書、相馬
・
立花両郷之新券
、恋
責
－ 一 取
署判
一 、 己 企 一 一
牢篭
一 之 刻 、
源義朝就
ν子
－砕常時
男常澄
之 浮 口 一 、 自 － 一
常重之手
六康治
二年
雄 レ
責
こ取圧状之文二恐二神威六永可レ為－一太神宮御厨一之由、天
養二年令
レ進一通文一之上、常
胤以二上品八丈絹参拾疋
・下品柴拾
疋・縫衣拾弐領・砂金参拾弐両・藍摺布上品参拾段・中品伍拾段・上馬弐疋・鞍置駄参拾疋二依レ進一一済於一国庫二以二常胤一為二相馬郡司一、可弘♂知二行郡務一之旨、去四月之比、国判早畢、其中ご註先券之内一 被レ拘二留立花郷
士宮
処許一之故、所レ不レ被レ
返－写件新券一也、雄レ然、至レ子二相馬地一者、且被こ裁免一畢、然則任こ親父
常重契状
六 於 一 一 回
畠所当官物
－者
、致ご供祭上
分之勤
一
令 レ 進 一 一 退 当 時 領
主
正富一給、至－
h
地子井下司職一者、令レ相一一伝常
（ マ
、 ）
胤子孫一、預所職者、可レ被
K J F
コ京本宮御牒使請尚子孫一実、
の為こ後代一、重二新立券文一、謹解
久安二年八月十日
（ 幻 ）
御厨下司正六位平朝臣常胤（花押）
この常胤寄進状は、相
馬郡を伊勢神宮に寄進
したことを再確
認している。すなわち領主職を荒木田正富に、預所職を内宮へ寄進し、国役不輸の地となしたのは、父経重の大治五年（一一一二O
）であるが、その後三つの事件が相馬御厨をめぐって起ってい
る。その一つは、国判を受けたにもかかわらず、保延二年（一一三六〉七月十五日「公団官物未進」と て常重は捕われ、布七二六丈五尺五寸を押 取られている。第二は目代紀季経によって同年十一月十三日、相
馬郷と立花郷の新券を強制的に署名捺印
させ
東国における領主制の形成（段木）
られている。このことは経重の子常胤が鎌倉幕府樹立の内乱にお
（ 包）
いて、まず
当面
の敵として目代を葬ってい可匂ことと考え合わせる
時、中世的領主にとっていかに所領地に対する執
着
心が強かった
かが知れると共に、中央
貴
族より派遣され下向した目代が、領主制
形成にとっていかに大きな障害であったかが知れるのである。第三に源義朝によ 押領事件があった。これは同族の上総介常晴の子常澄との不和に便乗し 押領されたものである。常澄については久寿二年（一一五五）頃と思われる醍醐寺本醍醐雑事記七・八一果
（ 幻 ）
文書に、彼の解文が見ら 。これ よると、彼 前上総権介であり、しかも広大な下総国印東圧の地主職を有していた。地主職についてはその性格をいまだ明確にな
L
得ないが、
当
庄公文忠兼
なる者に対して沙汰権を行使して ろからす と、郷司、村司を支配する地位にあるも であろう。 ぜならば、「下総国
（ 叫 ）
印東庄郷司村司交名」 記載されている十六名 郷司村司の中に「 ハ
U
中臣忠兼」の名がうかがえるからである。
以上三つの
事件は
、経重による伊勢神宮に対する相馬郡の寄進
以後の出来
事
であり、土地所有権が強固ではなかった事実を見逃
してはならないと同時に、寄進地相馬御厨 中に、国街領が
多く
含まれていたことも考恵しなければならない。前引した東寺領安芸国後三条院新勅旨田が十九町余と う小規模な圧園であり かつ純粋な形である と比較した場合、東国の庄園の性格は実に対照的である。このため第三点 してあげた義朝の押領が、ど 程度のものかは不明瞭ではあるが
、千
葉氏による相馬郡の直接支配
の形は崩れ、加地子領主的色彩が濃厚になって来ていると見られ
－h
＼
J
〕
一 ノ， 」
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ょう。この押領事件に関しては、後あと尾を引いた様子がうかが
（お）〈お）
える「下総権介平常胤解案」及び「千葉常胤申状案」によると、久安二年（一一四六）二月四日「国司以－一常胤一可弘♂知一一行郡務一之旨」を命ぜられ、義朝押領より実に十年間も継争していたのである。しかし、平治の乱（一一五九）による義朝失脚に際して「自二国街一被二没収こ たが、右大臣藤公能の口ぞえで解決した 。
このように迂余曲折の道をたどりながらも、千葉氏は堅実な歩
みを古代末期にとっていた。千葉氏が政治的舞台へ再 現われるのは保元の乱の時 、全国にわたる義朝 武士糾合 際 、常胤はそれに応じ京へ参じている。保元物語には参集した武士のうち、伊豆以東常陸にいたる東 に勢力 持つ者として
伊豆
H
狩野工藤四郎親光、同五郎親成
相模
H
大庭平太景義、同三郎景親、山内須藤刑部丞俊通、滝口俊綱、海老名源八季定、秦野次 延景、荻野四郎忠義
安房H安西、金余、沼平太、九太郎武蔵
H
豊嶋四郎、中条新五、同新六、成田太郎、箱回次郎、河上三郎、別府次郎、奈良
三
郎、玉井四郎、長井斉藤別当
実盛、同三郎実員、横山、悪次 悪五、平山 相原、児玉、庄太郎、猪俣、岡部六弥太、村山 金子十 家忠山口六郎、仙波七 、高家、河越 師岡、秩父武者
上総H介八郎下総
H
千葉介常胤
ノ、
八
上野
u
源下太郎、物射五郎、岡本
下野
H
八回四郎、足利太郎
常陸
H
中宮三郎、関二
以上である。上総、下総両国には、それぞれ一人の名前のみで
あ り 、
K
総国の介八郎は常胤と同族の上総介広常である。これに
反して他の諸国の武将が複数であり、そこになんらから相違があるのではないか。ここに記載された武士は、その国の有力な武士であり、地域的な封建領主でもあるが、常胤、広常はほぼ一国領主であったと見ることはできないで ろうか。吾妻鏡では下総の武将としては千葉氏一族の外に、敵側に廻った目代及び千田庄領家判官代親政と、味方となった下河辺庄司行平並びに葛西コ一郎清重の名が見られ だけである。行平は京都における平氏残党掃滅の任を受け、千葉常胤に従い副将として上京しており 清重は奥羽藤原討征 際、三軍のうち常胤が指揮する東海道の部将であった常胤 嫡子胤正の幕下に加わっ いる。こ ことは千葉氏が地域土豪を支配する一国領主として すでに十二世紀末の内乱にのぞんでいたと見ることができる。そして古代勢力と 真向からの闘争において、常に鎌倉幕府の軍事的中心人物之して、妥協を知らない東国武士の面白を充分に発揮しているの あ
介、名波太郎
主
（5
） 
（6
） 
（7
） 
（8
） 
石母田正氏「古代末期政治史序説上」九二頁日本後紀延暦廿四年八月廿一日条日本後紀延暦廿四年九月廿七日条類緊三代格巻五前編二
三
間百
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（9
） 
（ 叩 ）（ 日 ）（ ロ ）（ 臼 ）（U
） 
（ 日 ）（M m
〉
（口）（ 日 ）（
四）
（却 ）
（幻）〈泣）（ お ）（ 担 ）（ お ）（ お ）
日本後紀延暦廿四年十月廿五日条石
母田
正氏前掲論文上一
O
二
頁
大森金五郎氏
「 武
家時代
の研究」
第
一巻一九一頁
日本紀略後編十四左経記円本紀略後編十四平安遺文第五巻一二七六号東寺百合
書 ハ
よ十六下担）
1
東大
史料編纂所所蔵写
本！
渡辺澄夫氏「畿内庄園の基礎構造」四一四頁東寺百合文書
と山
大日本古文書家分け十東寺文書三四一ニ
O
頁
千葉県史料中世編香取文書田大禰宜家文書二号平安遺文第六巻二五八六号新訂増補国史大系吾妻鏡前編治本四年九月 日条平安遺文第九巻四七五一号平安遺文第九巻四七五
O
号
平
安遺文第
七巻
コ二三九
号
平安遺文第七巻三一四八号三、香取神宮領と千葉氏
建永二年三二
O
七）十月の「関白前左大臣近藤家実家政所
下文明」には、地頭平胤通の押領に関し「件郷（
H
相根村）者往
古神領也、而前神主周房之時、地頭蔑爾、不レ限こ当郷一所一始レ押こ領神領内
三
分二－畢」と呑取神宮神主広房をして訴えさせて
東国における領主制の形成（段木）
円 ケ
郷者カ）咽位
）
おり、また「所詮当社領十二ケ郷其内九口口口千葉介之領出」との状態であったと述べている。すなわち地頭平胤通は千葉一族の一
人であり、
当時
はやくも下総国における古代政権の象徴ともい
うべき香取神宮領のほ んどは、千葉氏の押領するところとなっていたのである。そればかりではなく、相根村は地頭堀内とし
（ 却
）
て、香取神宮側からの検注を拒否し、地頭屋敷 みならず、城廓
（ ぬ ）
をも構えていたのである。
さらに神領内の有力農民である下級神官を地頭は自己の支配下
に組み入れ
、郎党、所従と称して京都、あるいは鎌
倉の
番役と
し
て使役した例もあった。これらの神官所領は逃亡跡田畠在家として、地頭に押領されたのである。
一方上
級神官としての大宮司、大禰
宜は自
己保
善に懸命であっ
て、古代権力 千葉氏の非法を訴え続けたが、そ 実効はなかった。大禰宜職領は当初一五
O
町余を数えていたが、十四世紀に入
る頃には団地五町反及びわずかな畠地だけの状態となっていたのである。しかるに、この頃から上級神官と下級神官との聞に新しい関係が
生れ
てきた。
補任香取太神宮四郎祝職事右、以桑光一所レ被レ補一一任彼職一也、於二神役一者、任－一先例一可レ令二勤佐一之状如レ件
文和五年卯月十日
大禰宜散位（花押）大宮司散位（花押）
これは下級神官の一つである四郎祝に家光なる者を補任したも
ので、ヒ級神官としての大禰
宜
、大宮司がその任命権者主なって
ブL
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いる。前述したとおり、没落しつつあった上級神官が、このように下級神官補任権をどのような根拠で行使し得たのだろうか。
守護千葉氏はほぼ呑取神領全域をその支配下においた。一
コ
三
0
年代に大禰宜実胤は殺害の罪科句受け、身を召し捕えられた際、
千葉氏は社司職を掌中に納めてい的。麿応四年（
一
三四一〉九月
二
十六日に、かつて大禰宜私領であった金丸・犬丸名の一部を所有する彦兵衛入道道恵なる者に所務安堵状を与え「内レ遂－一恒例神
（お〉
来一之状如レ件」と記している。神
事
とはいうまでもなく香取神宮
の神事奉仕を意味するものであって、元来、上級神官のみの言い得る
事
項なのである。このことは香取神領のみならず、神官支配
が土地を媒介とし行なわれていたことを示唆している。
貞治七年（一三六八）三月八日、千葉長胤 大橋宜長一房が千葉
（川訓）
氏に対して所領安堵を訴えていたことを明らかにしてい%。千葉
（お）
氏はこの訴えを入れ「香取九ケ村井葛原相根神物以下 事」を返
（お）
還安堵し、地頭に対して 領保護 命じている ごれは臣下に対する所領安堵と同様であって、上級神官の下に下級神官を組織したヒエラルヒツシ
ュ
な体制を構成していたのである。そ
して上級神官は下級神官を補任 得たと同時に、下級神官 主だった者に対しては、守護千葉氏は直接出頭 命じるなどの方法も
（幻）
とっている。
このように千葉氏と香取神宮上級神宮
（大中臣氏）との関係は
大中臣氏の千葉氏への被官化を意味するものであり、下級神
官
補
任は、千葉氏被官としての範鴎の中で行なわれていたのであ 。これは千葉氏が行なう封建的支配が 旧来の形骸を清算すること
注 の な
（（（（（（（（（（（  でし
37 36 35 34 3 3 32 30 29 28 27 
）〉）〉〉〉））〉）〉 あに
る、
こそ
との
をま
意ま
味組
し織
てし
し、－た
る と
のい
でう
あ古
る代
。と
の
妥
協
の
上
築
カ通
れ
た
も
千葉県史料同一九同一二千葉県史料千葉県史料同五二同五八同七四同八二同八一千葉県史料四、む
七。
中
世
編
香取文書
旧大禰宜家文書
中中
世世
編編
旧録司代家文書二八旧大禰宜家文書六四
香取文書香取文書
中
世
編
香取文書
旧録司代家文書
二七
す
び
古代律令体制に対して、千葉氏は一貫してその破壊者であっ
た。畿内政権に対する東国の異質性は時代によって異っていたが開発領
主
から封建領主への転変は、新しい中牡社会の建設という
方向をとらせ。この方向はその後ずっと続いたが、古代的ウクラードを内包していたことは否定できない。しかし、八ム領を含んだまま相馬郡全域の領有権を
主
張し、古代的権威としての香取神宮
に対しても、その押領を止めなかった意図は封建的一円支配体制の実現に向っていたことを雄鮮に物語るも である
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